




















被災地訪問相談事業

■期日：平成２８年８月２６日（金）～

■対象市町村：益城町、西原村、南阿蘇村、御船町、宇城市、嘉島町

■訪問先・訪問者
〔訪問先〕 避難所、仮設住宅（集会所等）、その他公共施設
〔訪問者〕 女性総合相談員（２人）、男女共同参画センター職員（１人）

■形態・実績（１２月１０日現在）
〔個別面談〕 相談件数 ４５件
〔おしゃべり会〕 参加者 ９２人

※１１月１０日以降、内閣府「熊本地震による配偶者からの暴力等の相談
機能緊急強化等事業」の支援



被災地訪問相談事業（寄せられた声）

■認知症の義母がいるので目を離せず、外出もままならない。義母とのやり
とりに疲れたときはおしゃべりで発散しているが、仮設団地には親しい人
が少ないので、近所の姉妹のところに行っている。

■仮設団地で生活音が響いてイライラすることや、住宅近くに車を停められ
て迂回しなければならないことなど、自治会があれば相談できるのだが。

■夫と仮設住宅で二人暮らし。夫は仕事一筋で近所づきあいができない。
酒癖が悪く、物を投げたりすることもある。私が我慢するしかないと思い
過ごしてきた。

■男の一人暮らし。大病をしたので今は休職中。仮設住宅で昼間家いると、
「遊んでいる」と見られるのがつらい。

■地震でお互いの消息がわからなかった友人と、仮設団地で偶然再会。
まだ他に知り合いがいるかもしれないが、個人情報の関係で誰が入所し
ているのかわからない。



被災地訪問相談事業（寄せられた声）

□イベントがあると、住民同士が顔を合わせる機会になる。

□仮設団地は色んな地区から寄り集まっているので知らない人も多い。
横のつながりをつくりたいと思い談話室でサロンを始め、まずはプランター
の花植えをみんなでやった。

□震災前は地区でサロンを月１回やっていたが、地震で途絶えている。
おしゃべり会のようなやり方を参考に、また始めたい。

□仮設団地でサロンや健康教室など集まる機会があり助かっている。
ヨガ教室で教えてもらったことを試したらよく眠れるようになった。

□地震後、（被災程度の違いなどに気を遣い）互いの家を行き来することが
できなくなっていた。おしゃべりできる場所があるとありがたい。

□おしゃべり会での情報交換はメリットが大きい。話すことでストレスを解消し、
ためになる情報を逃さないなど。


